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第 1回幹事会を開催 

シニアクラブとしての政策実現活動の展開について議論！ 

2019年度第 1回幹事会が２月 20日基幹労連において開催されました。 

昨年 10月 5日第 7回総会以来の役員顔合わせとなりましたが、和気あいあいにそして真

剣に諸課題について議論を行いました。 

 会議は、2月6日に開催された第17回中央委員会を始めとする基幹労連の諸活動の報告、

シニアクラブ本部役員が主に対応してきた退職者連合の諸活動への参画状況報告を行った後

に、総会で確認していた役員推薦委員会の役割と構成の確認を行い、例年実施している「地

方ブロック懇談会」の実施について確認し、基幹労連代表との位置づけのもと奮闘を続けて

いる「田中ひさや候補予定者」を支援する政策実現活動の展開について確認を行いました。 

 基幹労連からの報告によりますと、支援の土台となる「支援者カード」は、目標にいま少

しという状況にあり、各組合が懸命な取り組みを続けているとのことでした。2 月以降は並

行して「定着活動」に入っており、これからが重要な段階となります。 

 野党全体への支持が盛り上がりを欠く世論動向にあり、田中候補が議席を確保するための

ハードルは険しく高いと受け止めざるを得ません。 

 シニアクラブ幹事会としても、“現役の取り組みを精一杯サポートしていこう！”という決

意を再確認しましたので、各県本部退職者の会、各会員の一層のご協力を要請いたします。 

 

第 1回幹事会確認                     2019年２月 20日 

シニアクラブ 政策実現活動の展開について 

 

 ますます深化している少子高齢化時代において、全ての世代が安心して暮らせる日本

を持続していくという課題に、真摯に向かい合うことが求められています。 

その基盤には、日本のものづくりがしっかり役割を果たし続けていくことが不可欠です。

社会福祉を守り、堅実な経済活動を維持していくために、連合の仲間とともに、働く仲間

の代表、ものづくりの代表を国政に送り込んでいかなければなりません。 

基幹労連は、過去の取り組みの総括にたって、JAM とともに、「田中 ひさや 候補予

定者」を国政に送り出すべく、その取り組みを推進しています。 

基幹労連シニアクラブとしても、その取り組みの意義を共有し、支援活動を展開してい

くこととします。 

当面、以下の支援活動に取り組みます。 



 

１．地方ブロック懇談会における支援要請 

  4 月から 5 月末に実施される地方ブロック懇談会において、以下の具体的支援取り組

みの実施を要請する。 

① 各県本部退職者の会において、今一度退職者の会役員の意思統一を図り、確実な支援

の拡大に取り組む。 

② 退職者の会役員による、各自が紹介した支援者への電話要請など、その県の進捗、実

情を踏まえた県本部退職者の会としての終盤対策の実施を要請する。 

 

２．シニアクラブ会長名支援要請書の発送 

 ① 5 月～6 月にかけて、上記の取り組みを支援する意味合いも込めて、各県本部退職

者の会の三役へ、シニアクラブ宮園会長と基幹労連神田委員長連名の要請書を送付す

る。 

② 6 月上旬に県毎の取り組み状況の交流という意味も含めて、シニアクラブ本部三役

が各県本部代表へ電話ヒヤリングを行い、終盤取り組みの活性化をはかる。 

   

３．シニアクラブ幹事による支援要請書の送付 

  幹事会の確認を経て、幹事による要請書送付を実施する。規模は各幹事 10人とする。 

 要請書、送付用機材は 5月上旬に各幹事に送付するので、各幹事は到着以降 6月中に発

送する。要請書送付者に対しては、期日前対応を含め確実なフォローを行う。 

 

４．シニアクラブニュースの活用 

  シニアクラブニュースを適切に活用し上記各取り組み方針の徹底を図るとともに、各

県本部における取り組み状況を記事として掲載することで支援活動の盛り上げを図る。 

 

地方ブロック懇談会の開催を確認！ 

例年展開しています「地方ブロック懇談会」を 5月～6月に開催します。 

各ブロック毎に、活動状況の交流やシニアクラブ諸課題に対する意見等有意義な交流となるよ

う関係各位の取り計らいをお願いいたします。 

 

退職者連合の諸活動報告 

 

第 198回通常国会 政策・制度要求実現 2・14院内集会 

 

２月 14 日（木）参議院議員会館・講堂において春要求実現に向けた院内集会が開催され

ました。会場には全国から約 300 人が参集し、基幹シニアからも幹事 5 名（宮園会長は本



部側）が参加しました。この集会には、立憲・枝野代表、国民・玉木代表、社民・吉川幹事

長が出席され、退職者連合の要請をしっかりと受け止めていくとの表明がなされました。 

 

 引き続く、２月 21 日には、春要求 10 項目の実現に向け厚生労働大臣要請が行われ、宮

園会長も対応されています。 

＜春要求・骨子＞ 

 １．働く者のための働き方改革・子ども子育て支援について 

 ２．被用者保険の確実な適用と対象拡大について 

 ３．年金制度の維持・改善について   ４．地域包括ケアシステムの確立について 

５．医療制度について  ６．介護保険制度について  ７．税制について 

 ８．社会保障関連諸統計について    ９．カジノ賭博合法化法の廃止について 

 10．「悪質クレーム」について 

     ＊詳細は退職者連合ホームページ「資料」をご覧ください。 

  

1.21医師の働き方改革に関する検討会 厚生労働省前 激励集会 

 

 医師の「過労死」許さない！ 過労死の撲滅に取り組んでいる連合が「医師の働き方改革

に関する検討会」の前段に開催した抗議集会に呼応し退職者連合として 17 名（基幹シニア

からは宮園、操谷）が参加し、連合側委員の激励を行いました。 

 

政治を変える 2・13「力合わせ」の集い 

 

 ２月 13 日参議院比例代表選挙において連合が推薦し、退職者連合としても推薦している

10 人の候補予定者を支援し、激励する集いが催されました。基幹労連シニアからは、宮園

会長と操谷事務局長が参加し、集会最後には宮園会長（退職者連合副議長）の発声によるガ

ンバロー三唱で意思統一をはかりました。 


